研究テーマ「表したいことを自分の中から引き出す生徒の育成―造形的な学びのみとりを通して―（仮）」

1年2組　美術科　本時の学習指導案

日　時　2021年7月9日（金）5校時
授業者　酒井　織恵

１　題材名　「―探して、感じて、語り合って―　絵の中をよく見ると」
（日本文教出版「美術１」31ページ）　第1学年「Ｂ鑑賞」

２　題材で育成したい資質・能力
1枚の作品を個人やグループで鑑賞する場面で、造形的な見方・考え方を働かせながら、作品の見方や感じ方を広げる活動を通して、作者の心情や表現の意図と工夫に気づく力を育成する。

３　題材について
ノーマン・ロックウェルは、19世紀から20世紀のアメリカの庶民の生活を表情豊かに描いた画家である。本時で鑑賞する「通行止め（交通渋滞）」の作品も、道路の中央に所在なさげに立ち止まってしまった犬をめぐる人々の、にぎやかな反応が一瞬に収められている。
　性別や年齢、職業も様々な人々が、たった1匹の犬を共通項にしてさまざまな感情をもって関わっているこの1枚の作品を複数の小学校から集まって来てまだ3カ月あまりの生徒たちが個々の存在を認め合いながら作品の見方や感じ方を広げながら鑑賞することは、作者の心情や表現の意図と工夫に気づくために効果的だと考える。

４　生徒の実態と指導について
　4月に入学してきて3カ月あまりの1年生である。附属小学校からの連絡入学と公募により入学した生徒が約半数ずつで構成されており、ほとんどの生徒が学習意欲や志の高い生徒である。しかし一方で、評価や他者との比較を意識するあまり、自分の殻から出られない生徒もいる。そのような生徒を意識して、4月の教科開きでは、表現することに躊躇しないよう「美術の3つの目標」と「大事なのは疑問」等を示すにとどめ、生徒が緊張するような「評価規準」という表現をあえて伏せて説明した。
　また生徒が表現力を味わえるよう、「具体的なものを描かない」という条件を付けた「ライブドローイング（※授業者考案の表現活動）」を4月当初から取り入れたことで、生き生きと表現を楽しむ姿が見られた。そのことから、美術の授業に対して「絵が描けないから美術は苦手」「美術を勉強しても意味がない」などのイメージは低いと考えられる。
　今回の授業は、中学生になっての初めての「鑑賞」の授業である。表現を楽しんだ経験を基に、作者の心情や表現の意図と工夫を発見する、豊かな時間を味わう力を引き出したい。

５　本時の授業構造（段階的な構造）
	学校
	B鑑賞

	小学校
	児童が自分の感覚や体験などを基に、自分たちの作品や親しみのある美術作品などを見る

	中学校
	自分の見方や感じ方を大切にして、造形的なよさや美しさなどを感じ取る


６　本時のねらい（身に付けて欲しいこと）
自分の本音で作品を味わうことで主体的に造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫に気づく力。

７　本時の工夫・手立て
　本時で育成したい資質や能力の育成を目指すため、自分の見方や感じ方を大切にした鑑賞方法を行う。そのために、生徒の本音が出やすいようなネガティブな感情とその捉え直しが有効だと考え、まずは「何が描かれているか」、「その疑問」を挙げ、次の段階として「否定的な突っ込み」を行い、それを「優しい仮説」に変換させ自分の見方や感じ方から造形的なよさや美しさなどを感じ取る。
　その後、造形的な要素としての「一点透視図法」と「色の対比」の資料から作品の構図や色の工夫を知ることで、作者の心情や表現の意図と工夫にさらに迫りたい。

８　本時の学習活動
	分
	学習の流れと生徒の活動・思考を誘う発問
	生徒の姿【評価】

	３
	・今日は見る学習。目と心で徹底的に見る
・大事にしたいことは「疑問」
	鑑賞の姿勢を押さえる

	３５
	３.作品の鑑賞（教科書31ページ）
1 個人)描かれているものを書きだす <５分>
2 グループ）共有して「疑問」にする <５分>　
3 グループ）「否定的な突っ込み」 <５分>　
4 全体）「否定的な突っ込み」を共有<５分>
5 グループ）「否定的な突っ込み」を「優しい仮説」に変換する <7分>
6 個人）「絵の見方が変化した瞬間」を書く〈３分〉
7 全体）「絵の見方が変化した瞬間」を共有<５分>
	【思考力・判断力・表現力】
指導の重点：低い☆、中程度★、高い★★
1 ☆
2 ★
3 ★★★
4 ★★
5 ★★★
6 ☆
7 ☆

	５
	４，造形的な要素を取り入れる
1 エキスパート資料を2人1組で取り組む
A「一点透視図法」、B「色の対比」
2 ジグソーで他者に説明する
	【思考力・判断力・表現力】
造形的な要素と絵の見え方の関係に気づき、他者に説明できるか

	５
	５.作者として作品を語る <５分>
　＊課題解決に向かおうとした姿が読み取れることを期待
	【主体的に学習に取り組む態度】
自分の見方や感じ方をベースに絵を構成する造形的な要素を加えた絵の見方ができるか



９　課題解決に向かおうとする姿や期待する生徒の姿（期待する解）
「作者として作品を語る」【自分の気持ちと造形的要素を取り入れた説明ができるか？】
この作品は、1匹の犬とその周りの個性豊かな人々を描いた作品です。人々の表情や心の動きがすべて犬に注がれるように、構図は一点透視図法を用いました。また、トラックと犬の大きさの対比、トラックの影と犬の白さの対比を意識しています。人々が犬一匹で老若男女がにぎやかに過ごす、そんな豊かな時代を描きました。
